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解 説
Ⅰ 水素の発生と中和

問１ 塩酸は，気体である塩化水素の水溶液です。無色・透明で刺激 臭 があり，酸性を示します。
すいようえき とうめい し げきしゅう

問２ アルミニウム片１つに塩酸Ａを４mL加えたとき，水素が90mL発生するので，最大量225mL発生すると
へん

225きの塩酸Ａの量は10mL（４× ）とわかります。90
問３ アルミニウム0.3ｇを塩酸Ｂで溶かしたとき，水素が375mL発生するので，225mL発生するアルミニウ

と

ム片１つの重さは0.18ｇ（0.3× ）とわかります。
225
375

問４ アルミニウム0.3ｇを塩酸Ｂで溶かしたとき白い固体が1.5ｇできるので，アルミニウム片１つ（0.18
0.18ｇ）のとき，白い固体は0.9ｇ（1.5× ）できます。0.3

問５ ２％の塩酸Ｂ60mLがアルミニウムと反応すると375mLの水素が発生するのに対して，塩酸Ａ60mLでは
13501350mL（225× ）の水素が発生することから，塩酸Ａの濃さは7.2％（２× ）とわかります。

こ60
10 375

問６・７ 塩酸Ｃ50mLに水酸化ナトリム水溶液Ｄ50mLを加えたとき完全中和することから，表２で水酸化ナ

トリウム水溶液が０～40mLのときは塩酸が残っており，60～100mLのときは水酸化ナトリウム水溶液が残

っていることになります。したがって，50mLのときはアルミニウム・鉄のどちらも反応せず，水素が発生

しませんが，０～40mLのときはアルミニウム・鉄のどちらも塩酸と反応して水素が発生し，60～100mLの

ときはアルミニウムだけが水酸化ナトリウム水溶液と反応して水素が発生することになります。

Ⅱ セミの生態

問１ アはツクツクボウシ，イはアブラゼミ，ウはミンミンゼミ，エはニイニイゼミ，カはクマゼミです。

問２ ヒトは酸素を血液で運んでいることから，それを運ぶ役割をしている管は血管となります。
やくわり

問３ セミは木の幹や枝の中に産卵し，ふ化した幼 虫 は土の中で過ごします。セミは不完全変態するので
さんらん ようちゅう

さなぎにはならず，地中から出て木の幹や葉につかまって羽化します。
う か

問４ セミのオスの腹の中に発音筋という筋肉があり，これを動かして腹を振動させて鳴きます。
はら きん きんにく しんどう

問５ ハエ・カブトムシはなめる口，バッタ・カマキリ・トンボはかむ口です。

問６ 唄・欝 ア～エのうち，資料１から西日本と東日本のそれぞれから光ファイバーケーブルが多く使わ

れており，数値が近い都道府県の組み合わせを選ぶと神奈川県と大阪府となり，大阪府では見られて神
すう ち

奈川県では見られないクマゼミが原因と考えられます。
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Ⅲ 天体総合

問１ 日の出と日の入りは，いずれもウの位置にあるときです。

問２ 唄・欝 図１の月は 左 端が少し欠けていることから，満月の数日前の月であることがわかるので，
ひだりはし

新月から数えて12日と考えられます。また，この月が真南に位置するのは， 上 弦の月（午後６時）と
じょうげん

満月（午前０時）の中間の午後９時ごろとなります。

問３ 数の子はニシン（魚）の 卵 ，田作りはカタクチイワシ（魚），カマボコはス
たまご

ケトウダラ（魚）などがそれぞれ材料になっています。

問４ 唄・欝 すずなはカブ，すずしろがダイコンで，どちらもモンシロチョウの

食草です。

問５ 唄 4200兆㎞は約442光年（4200÷9.5＝442.1…）となります。

欝・蔚 夏の大三角は，わし座のアルタイル，はくちょう座のデネブ，こと座の

ベガです。

鰻・姥 日没後なので右図の左側のオとカを比べると，同時刻にオの方がカより
にちぼつ どう じ こく

西の高い位置にあるので長い時間見ることができます。また，満ち欠けについては，右半分に太陽の光

があたっています。

Ⅳ ばねのはたらき

問１ 上皿てんびんと同じように，はかりを使うときははじめに０に針を合わせておかないと，重さを正確
はり

にはかることができません。

問２ 皿が１㎝下がったとき，下のうでの左端は２㎝（１× ）下がり，歯車①も２㎝下がります。このと16
８

き，歯車②が180°回転することから，直径×3.14× ＝２が成り立つので，直径は約1.3cm（２÷3.14
180
360

× ＝1.27…）とわかります。
360
180

問３･４ 台車が最も速くなったのが台車の位置が10cmのときなので，表１の0.6～0.7秒（8.6～11.3cm）に

あてはまり，このとき台車は2.5cm（11.3－8.8）進みます。

問５ 右表は，表２にゴムひもの伸びの長さ（太
の

線で囲んだ部分）を追加したものです。台車

の重さと点Ｑから進んだ距離は，ＡとＢから
きょ り

反比例の関係とわかります。ゴムひもの本数

と点Ｑから進んだ距離は，ＡとＤから比例の

関係とわかります。また，ゴムひもの伸びの

長さと点Ｑから進んだ距離は，ＡとＣから２

倍，３倍になったとき，４倍，９倍になる関

係とわかります。

問６ Ａのとき（点Ｑから進んだ距離60㎝，台車の重さ500ｇ，ゴムひもの本数１本，ゴムひもの伸び10㎝）

を元にして考えると，台車の重さ250ｇ，ゴムひもの本数２本，ゴムひもの伸び15㎝（25－10）の条件で

は540㎝（60× × × × ）となります。500
250

２
１

15
10

15
10




